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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 93,271 10.7 5,363 28.4 5,604 43.4 3,303 57.3
25年3月期第2四半期 84,280 23.4 4,178 292.8 3,906 285.7 2,100 466.7

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 7,031百万円 （275.9％） 25年3月期第2四半期 1,870百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 222.94 ―
25年3月期第2四半期 141.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 116,357 63,840 46.7 3,670.08
25年3月期 102,975 56,094 46.5 3,230.12
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  54,386百万円 25年3月期  47,866百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00
26年3月期 ― 19.00
26年3月期（予想） ― 19.00 38.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 194,000 15.8 10,400 51.9 10,800 43.5 5,400 38.6 364.40



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に係る本
資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。なお、上記業績予想に関する
事項は、添付資料P３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 14,820,000 株 25年3月期 14,820,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 1,217 株 25年3月期 1,159 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 14,818,830 株 25年3月期2Q 14,818,841 株
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（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末からの円安・株高に伴い輸出産業を中心とした企業収

益が改善する等、回復基調を維持しております。海外においても、欧州政府債務問題や中国経済の減速等の不安要

素はあるものの、回復基調にある米国経済等を背景に全体的には持ち直してきております。 

 このような環境のなか、当社グループは、国内市場における顧客からの受注減少や軽自動車の構成増加等による

影響があったものの、海外市場における顧客からの受注増加や円安効果により、当第２四半期連結累計期間の売上

高は、932億７千１百万円（前年同期比10.7％増）、営業利益53億６千３百万円（前年同期比28.4％増）、経常利

益56億４百万円（前年同期比43.4％増）、四半期純利益33億３百万円（前年同期比57.3％増）となりました。 

 セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

（日本） 

 円安効果に加え、費用削減施策を継続展開してまいりましたが、国内市場における顧客からの受注減少や軽自動

車の構成増加等により、売上高337億２千６百万円（前年同期比15.6％減）、営業利益11億４千４百万円（前年同

期比32.0％減）となりました。 

（北米） 

 ユタカ・テクノロジーズ・デ・メキシコ・エス・エー・デ・シー・ブイの立ち上げ費用の発生がありましたが、

米国経済の回復に伴う顧客からの受注増加に加え、円安効果もあり、売上高406億５千５百万円（前年同期比

35.3％増）、営業利益５億３千３百万円（前年同期比72.3％増）となりました。 

（アジア） 

 タイ洪水影響からの回復やインドネシア二輪市場における顧客からの受注増加に加え、円安効果もあり、売上高

129億８千８百万円（前年同期比64.5％増）、営業利益20億３百万円（前年同期比205.0％増）となりました。 

（中国） 

 昨年後半の日中関係悪化に伴う販売低迷からの回復もありましたが、主には円安効果により、売上高138億８千

６百万円（前年同期比12.7％増）、営業利益16億５千２百万円（前年同期比19.1％増）となりました。   

（その他） 

 顧客からの受注がブラジルにおいては増加したものの、英国においては減少したことにより、売上高34億２千３

百万円（前年同期比0.8％増）、営業利益１億１千６百万円（前年同期比27.7％減）となりました。 

（注）上記に記載しているセグメント別の売上高は、外部顧客に対する売上高とセグメント間の内部売上高又は

振替高の合計であります。 

  

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、設備投資に伴い有形固定資産が増加しましたが、主には円安

による為替の換算差で外貨建て資産が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ133億８千２百万円増加

し、1,163億５千７百万円となりました。 

 また、負債につきましても、支払手形及び買掛金や長期借入金が増加しましたが、総資産と同様、外貨建て負

債が為替の換算差で増加したことにより、前連結会計年度末に比べ56億３千６百万円増加し、525億１千７百万

円となりました。 

 純資産も、利益剰余金の増加に加え、為替換算調整勘定が増加（マイナス値が減少）したことにより、前連結

会計年度末に比べ77億４千５百万円増加し、638億４千万円となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は189億１千３百万円（前

年同期比51.8％増）となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、得られた資金は111億４千万円（前年同期比113.6％増）となりました。 

 これは主に税金等調整前四半期純利益、減価償却費、仕入債務の増加額、たな卸資産の減少額等により得ら

れた資金から、法人税等の支払額等を差し引いた結果によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、使用した資金は83億７千１百万円（前年同期比205.9％増）となりました。 

 これは主に新機種投資に伴う有形固定資産の取得による支出、定期預金の預入による支出等により使用した

資金から、定期預金の払戻による収入等を差し引いた結果によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、得られた資金は９億５千万円（前年同期は27億３千８百万円の支出）となりました。 

 これは主に長期借入れによる収入等により得られた資金から、短期借入金の純減額、長期借入金の返済によ

る支出、配当金の支払額等を差し引いた結果によるものであります。 

    

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、平成25年７月26日に「業績予想の修正に関するお知らせ」及び「平成26年３月期 

第１四半期決算短信」で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

 なお、第１四半期連結会計期間より、連結子会社であるワイエス・テック（タイランド）カンパニー・リミテッ

ド及びユタカ・ド・ブラジル・リミターダは、決算日を12月31日から３月31日に変更しております。この変更に伴

う平成25年１月１日から平成25年３月31日までの３ヶ月間の損益については、利益剰余金に計上しております。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,545 20,595

受取手形及び売掛金 20,135 22,549

製品 2,755 3,238

仕掛品 2,152 3,062

原材料及び貯蔵品 13,125 11,523

繰延税金資産 1,278 1,227

その他 3,152 2,867

流動資産合計 58,145 65,063

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 25,086 27,173

減価償却累計額 △12,902 △13,376

減損損失累計額 △177 △184

建物及び構築物（純額） 12,006 13,611

機械装置及び運搬具 70,512 76,668

減価償却累計額 △54,076 △57,448

減損損失累計額 △14 △14

機械装置及び運搬具（純額） 16,421 19,205

工具、器具及び備品 19,266 19,936

減価償却累計額 △18,482 △18,749

工具、器具及び備品（純額） 784 1,186

土地 6,797 6,918

リース資産 316 297

減価償却累計額 △120 △130

リース資産（純額） 196 166

建設仮勘定 4,590 6,051

有形固定資産合計 40,796 47,140

無形固定資産 426 394

投資その他の資産   

投資有価証券 67 64

長期貸付金 27 30

長期前払費用 519 560

繰延税金資産 597 653

その他 2,420 2,476

貸倒引当金 △25 △25

投資その他の資産合計 3,607 3,758

固定資産合計 44,830 51,293

資産合計 102,975 116,357
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,276 20,792

短期借入金 10,112 9,223

リース債務 78 71

未払法人税等 1,191 1,372

賞与引当金 1,418 1,577

その他 5,962 5,599

流動負債合計 36,040 38,636

固定負債   

長期借入金 8,509 11,454

リース債務 139 110

繰延税金負債 673 830

退職給付引当金 1,128 1,209

役員退職慰労引当金 74 82

その他 315 194

固定負債合計 10,840 13,881

負債合計 46,881 52,517

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,754 1,754

資本剰余金 565 565

利益剰余金 51,088 55,028

自己株式 △1 △1

株主資本合計 53,406 57,346

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △4 0

為替換算調整勘定 △5,535 △2,961

その他の包括利益累計額合計 △5,540 △2,960

少数株主持分 8,228 9,453

純資産合計 56,094 63,840

負債純資産合計 102,975 116,357
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 84,280 93,271

売上原価 73,968 80,475

売上総利益 10,312 12,795

販売費及び一般管理費 6,133 7,431

営業利益 4,178 5,363

営業外収益   

受取利息 74 79

為替差益 － 443

負ののれん償却額 54 －

その他 99 32

営業外収益合計 229 554

営業外費用   

支払利息 175 245

為替差損 212 －

その他 113 68

営業外費用合計 501 313

経常利益 3,906 5,604

特別利益   

固定資産売却益 38 15

特別利益合計 38 15

特別損失   

固定資産廃棄損 39 12

固定資産売却損 0 3

減損損失 122 －

特別退職金 48 44

特別損失合計 212 60

税金等調整前四半期純利益 3,733 5,559

法人税等 1,094 1,558

少数株主損益調整前四半期純利益 2,638 4,000

少数株主利益 538 697

四半期純利益 2,100 3,303
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,638 4,000

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 11 10

為替換算調整勘定 △779 3,020

その他の包括利益合計 △768 3,030

四半期包括利益 1,870 7,031

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,323 5,883

少数株主に係る四半期包括利益 546 1,148
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,733 5,559

減価償却費 2,529 3,287

減損損失 122 －

負ののれん償却額 △54 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 78 157

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 65 71

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17 8

受取利息及び受取配当金 △75 △79

支払利息 175 245

固定資産売却損益（△は益） △38 △12

固定資産廃棄損 39 12

特別退職金 48 44

売上債権の増減額（△は増加） 2,813 △572

たな卸資産の増減額（△は増加） △661 1,060

仕入債務の増減額（△は減少） △1,947 2,321

その他 △621 680

小計 6,172 12,785

利息及び配当金の受取額 75 79

利息の支払額 △174 △252

特別退職金の支払額 △38 △23

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △818 △1,447

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,216 11,140

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △945 △783

定期預金の払戻による収入 743 889

有形固定資産の取得による支出 △2,679 △8,593

有形固定資産の売却による収入 173 140

無形固定資産の取得による支出 △47 △25

投資有価証券の償還による収入 20 －

貸付けによる支出 △1 0

貸付金の回収による収入 0 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,736 △8,371
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,231 △1,207

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △25 △43

長期借入れによる収入 959 4,249

長期借入金の返済による支出 △1,961 △1,415

配当金の支払額 △266 △266

少数株主への配当金の支払額 △211 △365

自己株式の取得による支出 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,738 950

現金及び現金同等物に係る換算差額 △251 835

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △509 4,555

現金及び現金同等物の期首残高 12,311 13,712

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 660 －

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

－ 645

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,462 18,913
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該当事項はありません。 

   

該当事項はありません。 

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、英国及びブラジルの現地法人の事業活動を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額 百万円は、セグメント間取引消去 百万円であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注）１．「その他」の区分は、英国及びブラジルの現地法人の事業活動を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額 百万円は、セグメント間取引消去 百万円であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

   

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：百万円）

  日本 北米 アジア 中国
その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

売上高    

(1)外部顧客への売上高  31,309  29,861  7,404  12,308  3,397  84,280  －  84,280

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 8,641  195  489  8  0  9,334  △9,334  －

計  39,950  30,056  7,894  12,316  3,397  93,615  △9,334  84,280

セグメント利益  1,684  309  656  1,388  160  4,199  △20  4,178

△20 △20

  （単位：百万円）

  日本 北米 アジア 中国
その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

売上高    

(1)外部顧客への売上高  23,133  40,455  12,519  13,740  3,421  93,271  －  93,271

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 10,592  199  469  145  2  11,409  △11,409  －

計  33,726  40,655  12,988  13,886  3,423  104,680  △11,409  93,271

セグメント利益  1,144  533  2,003  1,652  116  5,450  △86  5,363

△86 △86
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